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C H A I N の 目 的
人文炘会熭学ע、⹿♏から丗ⶉ年禈く知の⚥礴を⹨け禆ׁ、

ր人ꝴցについて縒えつטけてきました。とこ؀が��┩硔の
磙؂りꮽから、聴孨Ⳃを⺎釱⴫する聴ْؕーةング䤗软の
鶟㷣などに⛂い、人ꝴの心や意識、自䄕、炘会䓪、合理䓪とい
った、これまで　学や心理学などの人文学や炘会熭学で䣽
؂れてきた研 究 ꯛ 㓊 に、丗 㛡くの烕 磬 熭 学 縖 が䧪 䡵する
ようになってきています。׈らに����年♏に入って、ディープ
ラーニングをעじ״とする機危学綗䣆法の氧㕙により、人䄄
知能AI䤗软が目釶ましい氦㷣を鷈ׅ、⠕々のذスクでע
人ꝴを⬮׃能力を氦䭙しつつあります。

こうした杯敯にֽいて、聴熭学、AI、אして人文炘会熭学が
◫䄐する地憠に、まったく新たな異分野融合的研究が生まれ
つつあります。CHAINעこうした僃⩝珷の融合研究ֽよび
学꤀教育の䦠憠となることを目䧗しています。A Iや聴熭学
から人ꝴ瞿烕の铙に鳠り、　学的アؕデアや心理学研究が
A I ꝧ 氦 や 聴 熭 学 研 究 に 新 た な 氦 䘶 を䬠 ❠するといった
☼方で、三縖がシームٝスに融合したؙキطؕئィングな
研究٬教育を目䧗して孨Ⳃを车っています。

人 ꝴ 知 �  聴  �  A I 研 究 教 育 ーCذンج H A I Nע 、
人 文 炘 会 熭 学٬烕 磬 熭 学聴 熭 学٬人 䄄 知 能A Iという異 韬 な 知 の ◫ 䄐 憠 に、
新しいր 人 ꝴ 知 ցの Ⱘ 成 を目 䧗して錃 玮׈れました 。
文 理 融合㑔の ⩝ 珷 的 な 学 ꤀ 的 研 究と大 学 院 教 育プログラムを㷣 ꝧします。

人ꝴ知 � 聴 � AI研究教育جンذーCHAINの研究と教育ע、杯♏にֽける僃⩝珷の
熭学、とり؂け烕磬熭学聴熭学や人䄄知能AIの知が狯き䎎たっているスٛٛングな
ゖ갭が、㲔ע㜀⹿から人ꝴをⳂかしている　学的 ゖいと扛꞊➟でעなく、׳し؀この┸縖ע
き״؂て泡䫘的な☼方で磵びついているという泡鈝から⭳氦しています。אの目ⷄとなる
㍋つのゖいとして、؂れ؂れעր意識ցր自䄕ցր炘会䓪ցր合理䓪ցを䫴ׅています。
CHAINע、このような侇♏のゖいを、僃⩝珷の熭学と、　学的な嬼㴔を通してゖい岐״て
いくた״に錃玮׈れました。ײな׈んもץ׏この⫔ꣅに⪦に参加してײま׎んか
┩槡中の様々な研究縖、意欲ある学生のײな׈ん、♿哅の方々のׇ参加を堼鲛します。
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Education Program
教 育プロ グラム

Activities 
C H A I N の 孨 Ⳃ

CHAINでע、人と人との⭳会いを重釱しています。
学꤀的研究を껮Ⳃするのע、ま׈しく研究縖⺱㚖の
。ット٠ークだからですؾ

CHAIN 教育プログラムでע、学꤀的ؾット
٠ーキングのた״の様々な䄄㜂が车؂れて
います。㲔꤀ 、C H A I Nプロ グラム 履 修 を
きっかけとして、㏇学中から学生⺱㚖で学꤀的
⪦ ⺱ 研 究 を ꝧ 㡎した ❆ も 邾 丗 ⭳ てきて
います。

Program-Based
Learning

01

コース٠ークを通して、⺨自の㵠ꝛとしない分野の㓹灄
知識やスキルをしっかり学びます。אれבれの 履修生の
バックグラウンドに合׎؂て、ꝧ铺熭目を鸵㲏鹟䥃することで
ⶡ ⛣ を取 ることができます 	 銶 � ⶡ ⛣ � 䑒 釐 に䑴じて׈らに
㛡くの熭 目 を履 修することも⺎ 能です
。

プログラム・ベースド・ラーニング

Platform
Learning

02

րُئースクールցとրウؕンذースクールցを夵年ꝧ铺し、
㎁⫂㛙から第一線で孨驱する研究縖を邾丗䦙纵します。
、こで车؂れる学꤀的議論の杯㕙に参加することによりא
履修生ע僃⩝珷の知見٬トمック٬ゖ갭に触 れることが
できます	銶�ⶡ⛣� スクール�㍑分に注䎎します
。

プラットフォーム・ラーニング

Practical
Learning

03

学⫂㛙の異分野の研 究㲜へのؕンذーンシップ、海㛙の
研究㲜への研究槳学、鵽䯥♿哅でのؕンذーンシップなどを
通して、履修生ע自らが䐂た知識٬スキルを㲔地に生かす
機会を⛼ることが姲״られます。ُئースクール٬ウؕンذー
スクールを通して暠 䐂した人 耛も、ؕ ンذーンシップ⩝の
ꝧ䦌に生かすことができるでし׺う	銶�ⶡ⛣
。

プラクティカル・ラーニング

学 ꤀ 的 研 究 の ッラプ トؚنームとして、
րCHAINجミػーցをꝧ⤹しています。
これまで�� ㍑ꝧ⤹し、䋝׬ �
��人の参加縖
がありました。
これ まで � ㍑ の ㎁ ꤀ シンَ ウム٬٠ークة
ショップ を ꝧ⤹して い ます。
第一㍑ע対面で���人、第二㍑؛עンラؕン
で⪒┩槡から�人の参加縖がありました。



Research Features 
研 究 の 攐 䐶

Research
C H A I N の 研 究

CHAINでע、人文炘会熭学٬烕磬熭学聴熭学٬人䄄
知能AIの知が根儖から融合した斻自䓪の高い研究を
车っています。　学的アؕデアや心理学の知見が聴熭学や
A I の 新 た な 研 究 を 生 ײ ⭳し、聴 熭 学 や A I の 鶟 㷣 が
人ꝴと炘会についての新たな鉮ꃿを➢鶟する、といった
☼方で、⩝珷的な知のنィールドをⰨ⭳しようとしています。

CHAIN 攐♳铺䅨のꇁ儒゛介ע、♞䘶杯㲔73
 や䦡張杯㲔A3

などの一人燡的な⛮꽦を⺎能にする僃新の䤗软を榫いた鏀知心理
㲔 꽦 を车っています。7 3 や A 3 䤗 软 を⮵ 榫して、ր 自 䄕 ցや

ր杯㲔ցというものを䭰らが׎ることで、自榺にⳂか׎る身⛮を
䧏 つことが 熖 たהのր 自 䄕 ցの 感 釶 にどう䏅 ꮶ を⹕ すかׯ 、
人ꝴにとってր杯㲔ցとע⛰かを理鉮しようとしています。

♞ 䘶 杯 㲔 と人 ꝴ 知

CHAIN攐♳铺䅨の㲯⸉⩡⪯ע、⪜ 沟靸㍚法人トٙذ靸㍚のⲂ成を
䐂て、今後、あたかも一人の╚⛮であるかのように感じられる

ր人䄄╚⛮BSUJDJBM TVCKFDUցとでもいう׬き㰆㏇が炘会に俊⹕
する⺎能䓪を見䩺えて、人ꝴと人䄄╚⛮עどのような䎬で⪦㰆す׬きかを
　学、⡐理学、人䄄知能、人䄄生⽜、心理学などの鈝憠を融合して
䫒究する学꤀的な研究プロؘةクトを╚㵵しています。

人 䄄 ╚ ⛮ の⡐ 理

䗯㕔熭学研究院の野⹾岹研究⿦٬괸㖚ⶤ䇞⬡教䪧CHAINコア
ْンバー、榹⹾جンذー長らのチームע、自䄕٬☽縖意識の㓹儖
䎬䛜ע自☽が重なり合ったようなモードでעないかという　学的
アؕデアから⭳氦し、ր重נ合ْ׎؂カニثムցを⤓えたA Iؙー
、の磵冽א。る㲔꽦を车いました׎ントに釱釶的◀峮学綗を车؂ؘة
このؙーؘةントの中にעր☽のؙーؘةントの目から見た┩槡ցに
対䑴するものが生まれてくることが؂かりました。

自 ☽ の重 נ 合 ؂ ムثカニْ׎

攐♳⬡教䪧の⺮榹塜➭ע烕磬熭学縖として、ꇁ儒゛介攐♳铺䅨、
㲯㎥⢸⼁⬡教䪧コアْンバーとともに、　学縖、鏀知熭学縖、
瞿烕熭⵳を⻠׳学꤀グループでրٛئ ؙンスցについて䫒姲しています。
目の⯥の⛰かがր目玮つցր重釐אうに感じられるցという攐䓪の
総燡であるրؙٛئンスցとע、րאれを知りたいցրאれを 䣆に
入れたいցとⳂ機טけるրアؚن ーرンスցの一牊でעないか。この
アؕデアを瞿烕檛䖱の⸉㍔鉮伺の䣆がかりへと氦㷣׎׈ています。

ンスرーؚنンスとアؙٛئ
舅䄕 ☽縖

ꄆظٓ׎؂⺬נ ٜ舅☽⪦榫ٜٓظ

舅䄕؅湳מֹ׻׾☽縖ס车Ⳃ؅杼鉮 釱釶ت٤ؙٛئ
㕔ꀥ

㫂䖾⯌忁

Է Ը

Թ

烕磬熭㰢

銶畀論氳瞿烕⵳㰢

鶟⴫炘⚡熭㰢

☔文炘⚡熭㰢

☔䄄湳耆"*
䙫閁 舅䄕

炘⚡䓪 ⺬杼䓪

䗯㕔杼論銶畀論氳烕磬熭㰢

䙫閁の熭㰢 ☔䄄榟⽜

烕磬杯霄㰢

ّث٥ؔؔطؠػؙ 骰⛮䓪

☔䄄湳耆の　㰢



Achievements
㲔 竮

䬠 䯥 ♿ 哅٬大 学٬研 究 機 ꞊

クロスコンパス

クロスアَؕントْント㜵硜を
稤 磵し、♿ 哅 ⫂ 研 究 䢥 C S P T T
- B C T との ⪦ ⺱ 研 究 を㲔 产 。
鵽䯥を䫟鶟しています。

㳪 㚖 通

C H A I N と㳪 㚖 通 により ⪦ ⺱
研究を䫟鶟するٛئーチラٍを
錃玮、ր鏀知نィーٛングց璡の
鏀知熭学的٬心理学的知見と
I5融合による车Ⳃ㚺㳊の研究
を玮ה┕ׅました。

典 ◹ ؙٝクトロン

学软コンئルطィングからꝧ㡎
し、研 究 ⿦ を ꥚ 榫してր 倊 랺
知ցを׃״る学꤀的⪦⺱研究に
取り組ײます。

アラٕ

鲣儔全に㲔杯するր人䄄╚⛮ց
とのコミュニケーションやאの
炘 会 的 ス ط スذؕ に つ いて
縒えるプロؘةクトをアラٕC&0
ꄋ◒荁㜀妣らと鶟״ています。
域┩♏AIについての⪦⺱研究
も鶟״ています。

ックス大学英جئ
モػシュ大学霔

㎁玮꣊伺大学⺏
ٍッنム大学斻

婵穮熭学䤗软大学院大学0I45
ꄈ㯸熭学䤗软研究ꝧ氦機啶245 など

♓下の大学٬研究機꞊と、様々な⪦⺱プロؘةクトを车っています。

北大儖㷯教⿦として、
♿哅への⮣の
クロスアَؕントْント㜵硜を稤磵

企業連携契約件数・総額

国際共著論文数 多数の英語査読付き論文発表
ー教⿦⪵ⳉ教⿦ذンج

外部資金獲得額 ♐⽰�年度

6件♐⽰�年度

北 大 ⮣ !

♐⽰�年度 ♐⽰�年度
Top��％論文発表
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泡䫘磬鞝

ꝴ䫘磬鞝北大分
合銶

1 2000万円約 億

4200万円約

22本 73本 2年連続 1
2

╚釐ْンバー�⺲分の合銶



Tel: 011-706-4049

URL: https://www.chain.hokudai.ac.jp/
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履 修 生 の 声
年々新たな大学院生が参加し、文理の垣根を
越えた学びに意欲的に取り組んでいます。
アンケートから履修生の声を紹介します。

自分がほとんど触れたことのなかった分野や
方法論について知る機会があるだけで、研究に
対するモチベーションが高まりました。
今の自分の研究にも繋がっています。

第 三 期 生

CHAIN教育プログラムへの満足度
88%

様々なバックグラウンドの学生とのディスカッ
ショ ン を 通 じ て 、見 識 が 広 が る と と も に
異分野の人とのコミュニケーション能力が成長した
ように感じます。

第 一 期 生

貴 重 な 機 会 に 恵 ま れ たこと、非 常 に 嬉しく
思います。C H A I Nに入ってよかったと心から
思いました。今後英語で議論する力をつける
よう頑張ります。

第 二 期 生

知識やスキルの面で成長できた
94%

文理融合的な知識やスキルを身につけられた
71 %


